
 

 

 

 

 

図書館だよりをお届けします。＊Google Classroom での配信 および HP 掲載＊ 

図書館からのお知らせや「図書委員のおすすめ本」、本や読書にまつわる情報を掲載しています。

学校図書館は「読書センター」であり、「学習・情報センター」でもあります。図書館を上手に利用

し、「未来の自分」のための学びに役立ててください。 

なお保護者の方はお子様（松高生）を通じて本を借りていただけます。どうぞご利用ください。 

読書週間イベント「古本市ふたたび」＆「本を借りてポイントゲット！」報告 

この読書週間中に 85 冊の本が貸し出されました。

（昨年、一昨年ともに 75 冊。今年は貸出 10 冊増！） 

本を借りに来てくれた方、古本を買ってくれた方、

イベント中に来館いただいた方、ありがとうござい

ました。古本市の売上金は、図書館を利用する人が便利

に使える小物（閲覧机用のダスター等）や図書館行事（校内

ビブリオバトル等）の参加賞を購入する資金にさせていた

だきます。 

     ポイントを粗品にまだ交換していない人、お早めに。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図書館だよりは、職員室前ブックポスト上と図書館入口にあります。ご自由にお持ちください。 

  

分 類 タ  イ  ト  ル 著 者 

０ 総記 002.7 ◎気分も効率もみるみるアップ！ 文房具から始める勉強法入門 みおりん 

１ 哲学 159 ◎持たざる者の逆襲 まだ何者でもない君へ 溝口勇児 

２ 歴史 291.5 ☆47 都道府県ご当地文化百科・三重県   

３ 社会 

科学 

304 ☆堤未果のショック・ドクトリン／幻冬舎新書 堤未果 

332 ☆ショック・ドクトリン（上）（下）/岩波現代文庫 ﾅｵﾐ･ｸﾗｲﾝ 

367.1 ◇ケアの倫理 フェミニズムの政治思想／岩波新書 岡野八代 

371.1  ☆教育の力／講談社現代新書 苫野一徳 

４ 自然 

科学 

468.4 〈生かし生かされ〉の自然史 共生と進化をめぐる 16 話 渡辺政隆 

470.4 ◎雑草学研究室の踏まれたら立ち上がらない面々 稲垣栄洋 

５ 工学 519.1 ☆地球が燃えている ﾅｵﾐ･ｸﾗｲﾝ 

７ 芸術 767.6 校歌斉唱 日本人が育んだ学校文化の謎／新潮選書 渡邊裕 

９ 文学 911.3 新版 角川俳句大歳時記 春／夏／秋／冬／新年   

 911.1 イ 古池に飛びこんだのはなにガエル？  稲垣栄洋 

 913.6 イ 砂嵐に星屑／幻冬舎文庫 一穂ミチ 

 913.6 オ サマーゴースト／集英社文庫 乙一 

 913.6 シ 夏を待つぼくらと、宇宙飛行士の白骨死体／ガガガ文庫 篠谷巧 

 913.6 ナ 泣くな研修生／幻冬舎文庫 中山祐次郎 

 913.6 ナ ◎逃げるな新人外科医 泣くな研修生２／幻冬舎文庫 中山祐次郎 

 913.6 マ ◎15 歳のテロリスト／メディアワークス文庫 松村涼哉 

 914.6 キ ◎国道沿いで、だいじょうぶ 100回 岸田奈美 

 914.6 ヨ ◎幸せへのセンサー 吉本ばなな 

 916 キ ◎アトムの心臓 「ディア・ファミリー」２３年間の記録／文春文庫 清武英利 

 933.7 マ 僕たちは星屑でできている／STAMP BOOKS ﾏﾝｼﾞｰﾄ･ﾏﾝ 

 963 ガ 『百年の孤独』を代わりに読む／ﾊﾔｶﾜ･ﾉﾝﾌｸｼｮﾝ文庫 友田とん 

 974 ジ ◎コロナの時代の僕ら ﾊ ﾟ ｵ ﾛ ･ ｼ ﾞ ｮ ﾙ ﾀ ﾞ ｰ ﾉ 

※タイトルの前の記号 ☆→リクエスト、レファレンス ◇→入試対策 ◎→特集展示（読書感想文で読まれた本ほか） 

特集展示紹介  

毎年恒例の「読書感想文に読まれた本」を図書館中央に展示しています。松高生が読書感想文に 

書いた本を手に取ってみてください。心をゆさぶる本に出合えるかもしれません。また、「創作 

書道でブックトークしました！」では授業中に紹介した本を展示中です。ぜひご利用ください。 
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図書委員のおすすめ本 

『ヨモツイクサ』 知念実希人著 双葉社 2023 

私がおすすめする本は『ヨモツイクサ』です。 

ある日、北海道のとある病院の看護師である佐原茜という人物に、警察が訪ねてきた。警察曰く、

山のリゾート施設の建設の作業員達と連絡が取れず、プレハブ小屋からは、ヒグマの痕跡が残ってい

た。そして、その事件は７年前にあったとある事件と酷似しており…といったお話です。 

私は、普段あまり本を読みませんが、この本は、非常に読みやすく、ホラー好きな方や、あまり本を

読まない方に是非手に取って欲しい作品です。また、「ヨモツイクサ」は何なのかを考察して読んでみ

ると、さらにおもしろいので、読むときは考察しながら読んでみてください。      （１年図書委員） 


